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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　In　parallel　with　the　cultural　revival　in　ltaly　which　we　call　“Renaissance”，　there

did　exist　another　Renaissance　in　the　decaying　Byzantine　Empire　during　the　14th

and　the　15th　century．　A．　A．　Vasiliev　asserted　this　thesis　in　his　“History　of　the

Byzantine　Empire”，　which　was　supported　by　O．　Halecki　and　followed　recently　by

S．　Runciman’s　“The　Last　Byzantine　Renaissance”．　One　cultural　center　was　Mistsa

on　the　outskirt　of　ancient　Sparta．　Curiously　the　city　of　Mistra　was　not　founded

by．Greeks　but　by　French　crusaders．who　had　invaded　central　and　southern　Greece

after　the　Fourth　Crusade．　The　origin　of　the　Despotate　is　due　to　the　Cantacuzenian

family　but　after　the　acquisition　by　the　Palaeogian　dynasity　Mistra　became　the

home　of　Greek　revival，　leaving　many　monuments　with　very　interesting　frescoes．

1

　1300年代に始まるイタリア文化の昂揚は，一般に「ルネサンス」とよばれているが，それが

果して，ルネサンス＝・再生とよんでいいものかどうか，西ヨーロッパには，それ以前，特に12

世紀にもルネサンスがあったのではなかろうか，そもそもイタリア・ルネサンスというものは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
存在しなかったのではないか，などと議論百出して現在に至っている。しかしそれらは西欧世

界に限って論じられたものであった。しかるにA．A．　Vasili6vが新しい視点を導入するにい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
たって，問題は非常に新鮮な様相を呈したのである。彼によると，イタリア文化の開花が見ら

れたのとほぼ同じ頃，ビュザンティオン帝国最末期のパライオロゴス朝においても目ざましい

文化的発展があったとされる。

　　「イタリアもビュザンティオンも十字軍によって達成された経済的知的革命にもとつく共通

　の特色と共通の起源を有する激烈な文化活動の時代を生きていたのであった。これはイタリ

　ァ・ルネサンス，あるいはビュザンティオン・ルネサンスの時代ではなく，ルネサンスとい

　う語を広義に用い，単一の民族に制限しなければ，ギリシア＝イタリア・ルネサンス，また
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
　は南ヨーロッパ・ルネサンスの時代であった。」
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　ポーランド人史家0．HaleckiはVasilievの提言を支持して，次のように述べている。

　「東ローマ帝国は，既にコンスタンティノープルを取り巻くアジア人の勢力に圧倒されてい

　たので，政治的には，14世紀後半の出来事は，ヨーロッパのどの地よりも決定的ではなかっ

　た。しかし，ビュザンティオンは残存したわずかの領土しか保持しなかったのであるが，文

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
　化的にはルネサンスとよばれる新しい時代に入った。」

　そしてHaleckiは註釈において，この「いまだ十分に研究されていない課題にVasilievが

重要な貢献をした」と述べている。その後，この分野の研究も進展し，1970年にはS．Run一一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
cimanの「最後のピュザンティオン・ルネサンス」と題された概論が刊行された。

　ところで，ビュザンティオン・ルネサンスの中心であるが，一はいうまでもなくコンスタン

ティノープルである。カーリエ・ジャミとよばれたモスクは，もとキリスト教の修道院で，美
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
しいモザイクとフレスコがビュザンティオン・ルネサンスの存在を例示している。いま一つの

中心はスパルタ近傍のミkトラであった。後述するように，ミストラの教会，修道院に現存す

るフレ．スコには，伝統的ビュザンティオン美術の作品もあるが，従来に見られぬ清新な：作風を

もつものがある。初期イタリ．ア・ルネサンスとの関連性が問題とされるのも無理はないbまた

学問の上でも，哲学者プレートーンを中心に，自由な学風が展開された。それはあたかも，15

世紀イタリアのウ．ルビーノ，マントヴァ，リミニなどの地方都市文化を髪髭させるものがあ

る。そこで，ミ． XトラとデスポテLス国の成立とを中心に，この興味ある文化事象について述

べてみたい。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
　十字軍によるコンスタンティノープル占領は1204年4月13日のことであった。ビュザンテ．イ．

オン帝国は一時消滅し，代ってラテン帝国が出現した。初代皇帝はフランドル伯バルドワノ

（Baldwin）である。モンフェラート辺境伯ボニファス（Boniface）は有力な皇帝候補者であった

が，結局テサ日脚カ王国を創設し，マケドニア，テッサリアを統治することになった。彼の鷹

下で，ぺ．ロポンネーソス半島を攻略したのは，ギヨーム．・．ドゥ・シャンプリット（Guillaume

de　Champlitteシャン！x“一斗ュ伯ユーグ1世の孫）とジョフロワ・ドゥ・ヴィルアルドゥ，アン

（Geoffroy　de　Villehardouin同名の「コンスタンティノープル征服記」の著者の甥）と：の二
　　　（8）

人である。彼らの半島攻略は，急速に進んだ。1205年11月19日の教皇インノケンティウス3世

の書簡には，ギヨームが「全アカイァ地方の君主」　（princeps　totius　Achaiae　provinciae）
　　　　　　　（9）
とよばれている。その国は一般にアカイア公国，またはモレア公国として知られている西欧的
　　　　　　　ao）
封建国家である。首府はモレア西北部のアンドラヴィダ．（当時はフランス語読みアントルヴィ

ーユAndrevilleであった。古代オリュンピアより西北べ約60キロ）にあった。現在，ラテン
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pt）
司教のいたゴシック様式の聖ソフィア教会が残．っている。

　モレアとは，はじめ古代エリス地方を意味したが，のちペロポンネーソス半島全体をさす

語となった。最も古い例は，ブリティシュ・ミュージアム所蔵の1111年のギリシ．ア語写本

（add．　mss．28，816）に見られる。その語源についてはスラヴ語more（海）に由1来するとい

う説もあるが，今日では，；リス地方に植えられていた桑の木（μoρξα）より派生したという

のが通説である。モレァに関連して山言しなければならないのは，いわゆる．「モレア年代記」

である。

　これは十字軍士によるモレア征服の物語でありe，特に表題はないが，一般に上記のようによ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　aaj
ばれている。現存しているのは，ギリシア語写本，フランス語写本，‘イ．タリア語．写本，アラゴ

　　　e4
ン語写本の4種である。すべて派’生本で，原本が何語で書かれているかについて諸説がある。

JL　Schmittは最良のギリシア語写本であるCodex　Havniensis　57（コ．ペンハーゲン大学図書館

所蔵）とCodex　Parisinus　gr．2898とを対照し，註にCodex　Taurinensis　B　II．．1．との異

　　　　　　　　as
同を入れて公刊した。ギリシア語写本は他に二つあるが（Codex　Parisinus　gr．2753，　Codex

Bernensis　gr．509），いずれも上記パリ写本2898よりのコピィである。　Schm董ttは言語学的

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a6）
立場より，失われた原本はギリシア語で書かれていたとしている。J．　Longnonは自分の編集し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　aの
たフランス語版序言で，原本はイタリア語またはヴェネツィ語であったと主張した。H．　E．　Lu－

rierはコペンハーゲン写本より英訳し，序論と註を付して刊行したが，諸説を比較しながら，

　　　　　　　　　　　　　ag
フランス語原本説をとっている。いずれにしても，原本のことばの問題は決定的な解答が現わ

れていない。

　「モレァ年代記」は中世末期のペロポンネーソス史の根本史料である。同時に征服者のラテ

ン語，フランス語，イタリア語を吸収したギリシア俗語の資料でもある。歴史学と言語学の双

方から貴重な記録といえよう。ギリシア語版の筆者は，ギリシア語とモレアの事情に通暁した

　　　　　　　　　　　　　　　ag
フランス人であると考えられている。

　また，ゲーテの「ファウスト」第2部第3幕のギリシアの場面は，「モレア年代記」に示唆

　　　　　　　　　　　　　　　as
されたとする学者がかなり存在する。とりわけJ．Schmittは，ミストラがそめ背景であった

としている。

3

　アヵイア公ギヨーム・．ドゥ・シャンフ．リッ．トは相続問題でフラ．ンスム帰ったが，1209年に亡

くt4る。モレアに残した彼の堺子一グも程t4く死に・ギヲームの協力者ジョフロワ・、ドゥ・ヴ

ィルアルドゥアンが単独統治者となった。ジョフロワはモレァのほとんどを征服したが，．西南
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端のモドンとコロンはヴェネツィア人づ東南端のモネンヴァシアはギリシア人が．確保してい

た。1228年頃，長子ジ．ヨフロワ2世があとを継ぎ，大むね平和が続いた。彼はギリシア人の2

国，ニカエァ帝国とエピロスのデズポテース国とは，つとめて衝突をさけた。ここで「デスポ

テース国」について触れておきたい。

　デスポテース（δεσπ6τηg）とは，古代ギリシアでは家の主人，特に奴隷との関連で用いられ

た。またギリシアの神々やオリエントの専制君主をも意味した。7世紀以降，ビュザンティオ

ン帝国では皇帝の称号となったが，アレクシオス1世（1081－1118）以来，皇帝の子息，兄

弟，女婿にデスポテースのタイトルが与えられ，皇帝につぐ高位の位階をあらわすようになっ

た。13世紀以降は皇帝の縁者が地方を支配する際に用いた称号というのが通説であるが，近

年，有力な反論があらわれて「デスポテース国」の存在が否定されている。

　コンスティノーブルの陥落後，ミカエル・ドゥカスがエピロスのアルタ（古代のアムブラキ

ァ。アムヴラキコス湾に注ぐアラタトス川の河口より北へ20キロ足らずの位置にある。この湾

の西，地中海への出口にB．C。31年の海戦で有名なアクティウムがある）に樹立した国も，後

述するミストラのデスポテ7スたちの国も，厳密にいえば「デスポテース国」ではない。しか

し，コンスタンティノープルを首都．とした国は「ローマ帝国」に他ならなかったのに，後世の

ひとが「東ローマ帝国」「ビュザンティオン帝国」． uギリシア帝国」などとよんでいるよう

に，結果論的に「エピロスのデスポテース璽」「ミストラのデスポテース国」と称してもさし

っかえがないよ．うに思われるのである。

　1246年中ョフロワ2世の弟ギヨームが後を継いだ。彼は1211年，メッセニァ湾北方の良港カ

ラマタ｝〈生まれた。ギリシア語をギリセア人のよiに話uたという。ギヨームは直ちにギリシ

ア人最後の要衝モネンヴァシアの些撃にとりかかった。モネ≧ヴァシアはスパルタの東南約

100キロ余りの雌で凍方工7ゲ泳突き出tg・900フィートの纏の甘存在する・本土とは

挾い地峡が通じているのみであるから，ほとんど島のような状態である。古代にはミノアとよ

ばれていたが，中世初期のスラヴ人の侵入後はラコFアのギリシア人の逃避の地となった。起

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　op
海をマウリキオス帝（582－602）の時代にさかのぼらせる説もあるが，ともかく「中世ギリシ

アのジブラルタル」として難攻不落を誇った。その上，地峡と本土に囲まれた良港があった。

モネンヴァシアはペロポンネーソス東南端マレア岬の北へ約40キロに位置するので，ホメ」ロ

スの時代より難所として知られるマレア岬附近を航行する船の避難港ともなった。またトルコ

に占領されるまではワインの輸出港であった。モネンヴァシア産のワインは，フランス人には

マルヴワジ（Malvoisie），イタリア人にはマルヴァジーア（Malvasia）という名でよく知ら

れていた。今日，葡萄樹はみられないが，エーゲ海のテラ島，キュプロス，シチリア，サルデ
　　　　　　　　　　　　　　mo）
一ニャ，ポルトガルに移植された。また12世紀末に，モネンヴァシアの船がアテネの外港ビラ
　　　　　　　　　　　　　　　　（en）
エウスに碇泊していたという記録もある。…時は相当の商業活動をしていたことが窺われるの

である。
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　このようにモネンヴァシアは地の利に恵まれていたので，ギリシアの最後あ拠点となってい

た。そこでギヨーム・ドゥ。ヴィルァルドゥアンは，モレァ軍の他にアテネ公ギュイ1世，エ

ウボエアの3諸侯，ケファロニァ伯マッテオ・オルシー二などの援助を受け，さらにヴェネツ

ィアのガレー船4艘によって海上封鎖をした。「モレア年代記」はその状態を「籠の申のナイ

チンゲールのように」と述べている。飢えには勝つことができず，遂にモネンヴァシァは降服

する。「モレア年代記」にはその年が記されていないが，1248年とする説が多い。

　そして同年から翌1249年にかけての冬，ギヨームはミストラ城の建設にとりかかった。スパ

ルタの西南約5キロの位置にあるミストラは，タイゲートゥス山脈北部の一支脈で最高点621

メートルに，ギヨームの築いた城がある。この地が発展して一種の山岳都市になるのは，のち

にギリシア人がミストラを手中にしてからであるが，急斜面に点在する宮殿，教会，家屋，

塔，市壁などの遺蹟は，正に「ビュザンティオンのポンペイ」という呼称にふさわしい景観で

　en
ある。町は上部と下部に分かれる。上の都市は上層階級の区域で，市壁に囲まれている。北門

をナウブリア門，南門をモネンヴァシア門という。デスポテースの宮殿は特にきわだった建造

物であり，数少いビュザンティオン世俗建築の遺構である。丸天井をもつ広間が印象的であ

る。他に宮廷礼拝所である聖ソフィア教会（14世紀中頃）が，内部の装飾が現存しないとはい

え，美しい姿を見せている。町を離れて登っていくと，前記の城がある。中庭に2礼拝堂の遺

賢があるが，のちトルコ人はそれらを合して一一つのモスクにした。このあたりから見るラコニ

ァ平原の眺望はすばらしい。

　下の都市には教会建築，従って宗教美術が密集している。最北端にブロントキオン修道院と

附属の2教会，即ちハギオイ・テオドーリ教会（1290年～1295年の間）とアフェンティコ教会

（1310年），少し南へ下ると聖デメトリオス教会がある。後者は府主教ニケフォロス・モスコ

プロスによって建てられた。ほぼ中間の高所にパンタナッサ修道院（1365年建設，1447年奉献

式）南端にペリブレプトス修道院（14世紀後半）があるが，両修道院に通じる道の途中に聖明

ネス・フランコプロスの館（15世紀）が見られる。彼はデスポテース，コンスタンティヌス

（のち皇帝コンスタンティヌス11世）の大臣であり，パンタナッサ修道院を奉献した人であっ

た。

　G．A．　Sotirouは，ミストラ美術にはビュザンティオン伝統芸術と西欧芸術の要素の複雑な

　　　　　　　　　tso
融合が見られるという。彼によるとミストラのフレスコ画には三つの流派がある。最古のフレ

スコは聖デメトリオス教会のそれで，二つの流れがある。一一一一はビュザンティオン美術の規範に

従っている派であり，他は，より自由で，遠近画法の構成をもち，運動と表現力にみちてい

る。後者の傾向は，ハギオイ・テオドーリ教会とアフェンティコ教会のフレスコにも窺がわれ

る。第三の派はあまり大胆ではないが，より生気にみち，優雅，高貴，豊富な色彩を追究して

いる。ペリブレプトス修道院に好例がある。さらにパンタナッサ修道院のフレスコには，絵画

性と豊かな色彩が最高度にまでたかめられているという。
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C．Dieh1の次のコメントは示唆的である。

「ミストラのフレスコに対する興味はつきない。稀にみる装飾意識，比較できぬ色彩の輝

き，華麗，運動，表現の追究。それらは時に稚拙さをともな．う．ことがあるが，デッサンの欠

点にもかかわらず，真の優雅，素朴な優しさ，男性的な美しさに到達している。ひとは聖デ

メトリオス教会のフレスコに向えば，ここでもアッシージの上の教会を飾る絵画を考えるの

である。特にペリブレプトス修道院では，色彩は稀にみる華麗美の一例であり，同時に，デ

リケートで活力があり，豊かな柔軟性を見せている。ひとはそれらの作品の前で，15世紀前

半のイタリアの巨匠たちを夢みるのである。ペリブレプトス修道院を飾ったビュザンティォ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　zz
ンの芸術家は，一再ならずマンテーニャと接触をもっている。」

4

　1258年8月ニカエア帝国の皇帝テオドロス2世ラスカリスが，7才のヨハネスを残し℃亡く

なると，パライオロゴス家のミカエルが台頭してきた。彼はメガス・．ドゥクス（大公）→デス

ポテース→皇帝というコースをたどり，同年クリスマスにヨハネスと同時に戴冠されたとおも

　　　dw
われる。

　ニカエア帝国とエピロズのデスポテース国との宿命的な対決の時がやってきた。ギリシア人

どうしの主導権をめぐる争いである。エピロスのミカエル2世（1230頃一1268頃）は娘ヘレネ

ーをシチリアのマンフレッドに，もう一人の娘．アンナをモレアのギヨーム・ドゥ・ヴィルァル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（an
ドゥアンにそれぞれ嫁がせて，ドイツ人騎士とモレア軍の応援を得た。ニカエア側は皇帝ミ．カ

エル8世（1259－1282）の弟ヨハネスを派遣し，両者は1259年7月末，西マケドニアのペラゴ

ニア平野で対峙した。ところが，エピロス側に内紛が起こり，ミカエル2世は離脱，その子二

ヶ月オロスは敵方に走った。結局ドイツ・フランス騎士団とニカエア軍との戦いになり，、後者

の勝利に終ったのである。マンフレッドの騎士団は降服，ギヨーム・ドゥ・ヴィルアルドゥァ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（41）
ンはカストリア附近で隠れていたが，発見され，捕虜となった。モレァ全土の支配を達成して

から程なく幽囚の身となったヴィルアルドゥアンにとって，ペラゴニァの戦いは生涯の曲．り角

となったといえる。彼は2年以上，捕虜になっていた。

　1261年7月コンスタンティノープルがミカエル8世の軍隊に占領され，ラテン帝国の滅亡，

ビュザンティオン帝国の復活という事態となった。同年末，ヴィルアルドゥアンは，．自分の築

いた3要塞，即ちミストラ，モネンヴァシア，マイナをパライ．オロゴス朝に譲渡して自由の身

　　　　ept
となった。

　ペロポンネーソス南部の中央の半島はタイナロン半島とよばれた。南端の岬はi古代はタイ
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ナロン岬，今はマタパン岬とよばれており，海神ポセイドンの神殿があった。岬の東側を数キ

ロ北上するとボルト・カイヨ湾がある。マイナはミストラに続いて，この湾の北に築かれた城

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（43
であるが，今はわずかな遺蹟が見られるだけである。ミストラを頂点とし，マイナ．，モネンヴ

ァシアを底辺とする三角形が，ペロポンネ・・一ソズ再征服への足がかりとなった。

　ヴィ．ルァルドゥァンは1278年に亡くなるまで失坤回復を順うみるが成功しなかっ．た．。デスポ

テース国の創設は，1348年皇帝・ヨハネス6世心ンタクゼヌスによる次男マヌエルの・ミストラ派

　　　　　　　＠
遣よりとされる。以後34年間，ここはカンタクゼヌス家の牙城となる。1382年パライオロゴス

家がミ．ストラを入手すると，その頃ようやく激しさを増したトルコの圧迫で，首都が衰退して

い．くのに対し，こちらでは独自の発展をし，学問の面でも哲学者プレートーンを中心とする古

代ギリシア精神の復活など，顕著な動きがあった。1460年トルコがミストラを占領して，すべ

てを無と帰せしめるが，それらについては，改めて述べよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大学音楽学部　助教授）

　　駐．
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